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小規模の中学校における新しい人間関係を

築く力を育成するための研究
－異世代交流学習に視点を当てて－

長期研修員 佐藤 和昭

《研究の概要》

本研究は、全国の小規模の中学校に対して実態調査を行い、結果を基にして新しい人間

関係を築く力を育成するための方策を示すことを目指したものである。具体的には小規模

校のよさと課題を踏まえ、交流活動について分析・考察し、充実した異世代交流学習を実

施するためのプログラム（３年間の系統性をもった年間計画、事前から事後までの一連の

流れを重視した指導計画、交流学習を通して生徒が変容する姿の見取り方）を提示した。

キーワード 【小規模校 中学校 新しい人間関係 異世代交流学習 プログラム】

Ⅰ 調査研究の背景と目的

１ 現状と課題

平成20年１月に出された中央教育審議会の「幼

稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学

校の学習指導要領等の改善について（答申）」で

は、豊かな心を育成するためには、親や教師以外

の地域の大人や異年齢の子どもたちとの交流が極

めて重要であると提言されている。また、平成20

年３月に告示された中学校学習指導要領において

も、中学校間や小学校、高等学校、特別支援学校

及び高齢者などとの交流の機会を設けることの重

要性が述べられており、交流学習の充実が求めら

れている。

群馬県では、平成21年群馬県教育振興基本計画

の中で基本施策の一つに「社会の変化に対応し、

社会に貢献する人材を育てる」とあり、その施策

の取組として「社会を学ぶ体験活動・ボランティ

ア活動」を挙げている。このことは近年、家庭に

おいては核家族化や少子化が進み、地域社会にお

いても連帯感・人間関係の希薄化が見られ、子ど

もたちの成長に欠かせない人と人が直接触れ合う

体験が乏しくなっている現状を背景としている。

また平成21年学校教育の指針において、よりよ

い人間関係を築く力の育成には、互いの認め合い

を高める学級づくりが必要とされ、学年・学級経

営の充実が必要不可欠であると示している。

学級経営とは、学校経営の基本方針の下に、学

級を単位として展開される様々な教育指導の効果

を上げるために必要な諸条件の整備を行い、運営

することである。子どもたちの学校での生活は、

所属する学級を中心として展開されているので、

どのような楽しい思い出をつくれるか、友達とど

のような活動をするか、どのような生活を送るか

など、学級における学習や生活にかかわる経験の

内容が、一人一人の子どものその後の成長に様々

な影響を与えることからもその重要性は明らかで

ある。

協力校は、各学年単学級で、年々生徒数が減少

している小規模校である。幼稚園・小学校ともに

多少の人数の変動はあるが常に単学級で、生徒同

士の気心も知れており、学級を仲間意識のある集

団としてとらえている生徒が多い。その反面、集

団活動に制約が生じるために、様々な人と触れ合

う機会が不足してしまい、人間関係が固定化され

てしまう。そのことが原因となって、何事にも受

け身にならずに自ら考えて積極的に物事に取り組

み、人とかかわっていくことができる力、すなわ

ち新しい社会や集団に適応する能力が不足する。

そのほか多様な考え方に触れる機会が少なくなっ

たり、自分の新たな面が発見しにくくなったりす

るなどの課題も考えられる。

そこで、以上のような小規模校の現状と課題を

把握し、小規模校における課題である新しい人間

関係を築く力を育成するための方策を提示するこ

とを目指し、調査研究を実施した。

２ 調査研究の目的

全国の小規模の中学校への実態調査を行い、小

規模校のよさや課題を踏まえ、人間関係に広がり

をもたせるための交流活動の必要性について分析

する。それらの分析結果を基にして、新しい人間

関係を築く力を育成するために異世代交流学習の

具体的な方策を提示する。
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Ⅱ 調査研究の内容

１ 調査研究の基本的な考え方

小規模校において、新しい人間関係を築く力を

育成するためには、人と人が直接触れ合う体験を

多くすることが必要と考える。

そこで本研究では、小規模校のよさや課題を踏

まえ、交流活動及び教職員が異世代交流学習を通

して生徒にどのような資質や能力の向上、若しく

は変容を期待しているかについて把握することが

重要であると考え、全国規模の実態調査を行う。

その調査結果の分析・考察を基にして、以下のよ

うな異世代交流学習プログラムを提言したいと考

える。

○３年間の系統性をもった年間計画

○事前→交流→事後の一連の流れを重視した指導

計画

○交流学習を通して生徒が変容する姿の見取り方

研究構想図

２ 調査の対象

○全国の公立中学校 119校（群馬県は15校）

地 方 小規模校数 抽出校数

北海道・東北〔１道４県〕 249 29

関 東 〔３県〕 35 20

北 陸 〔１県〕 28 10

中 部 〔２県〕 28 8

近 畿 〔１府４県〕 79 11

中国・四国 〔４県〕 78 20

九 州 〔４県〕 98 21

計 〔１道１府２２県〕 595 119

※本研究では、小規模校の中から協力校の生徒数

と同程度とし、学級単位で活動できる学校（全校

生徒数60人以上120人以下）を対象とした。

○回答者：教務主任、学年主任、学級担任他

３ 調査の内容

(1) 小規模校のよさと課題について

小規模校におけるよさと課題について調査す

る。項目については、文部科学省が作成した「学

校規模によるメリット・デメリット」を参考にし

た。また項目を「学習面」「生活面」「学校運営

面・経済面・連携面」に分け、それぞれについて

調査を行う。

(2) 交流活動について

人間関係に広がりをもたせるための交流活動の

必要性や実施状況について調査を行う。また様々

な交流活動を通して、生徒にどのような資質や能

力の向上、若しくは変容が期待できるかについて

も調査を行う。

４ 調査方法及び実施日

○方 法：電子メールで質問票を配付及び回収

○実施日：８月上旬に配付し、８月下旬に回収

Ⅲ 調査の実施

調査の回収率は、80.0％(119校中95校)であり、

調査の回答者数は、１校で複数の教職員の回答も

あり、121名であった。

１ 調査結果の分析

(1) 小規模校のよさと課題について

① 小規模校のよさ

「異学年間との縦の交流が生まれやすい」「保

護者や地域社会との連携が図りやすい」と思って

いる教職員が多いことが分かった。また学級数が

少ないために「施設や設備の利用時間などの調整

が行いやすい」ことも明らかであり、交流活動や

保護者・地域社会との活動が行いやすい環境が整

っていることを示している。（図１）

図１ 小規模校におけるよさについての割合

保護者や地域社会との連携が図りやすい

施設・設備の利用時間等の調整が行いやすい

異学年間（他学年）の縦の交流が生まれやすい

60 36 4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

46 45 8 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

81 17 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 思 う ２ やや思う ３ あまり思わない ４ 思わない
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② 小規模校の課題

かかわり(交流)の幅が狭くなるため、多様な考

え方に触れたり、生徒同士が切磋琢磨する機会が

少ないこと、自分の新たな面を発見しにくいこと

が分かった。(図２)

図２ 小規模校における課題についての割合

(2)交流活動について

① 小規模校の課題解決に向けての交流活動

小規模校の課題(図２)の設問で、「思う」「や

や思う」と回答した教職員が、小規模校の課題を

解決するためには、すべての交流活動が重要であ

ると感じていることが分かった。(図３)

図３ 課題解決に向けての交流活動の必要性についての割合

自分の新たな面を発見しにくい

多様な考え方に触れる機会が少ない

54 37 7 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

55 42 2 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

58 37 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思 う やや思う あまり思わない 思わない

生徒同士が切磋琢磨する機会が少ない

「多様な考え方に触れる機会が少ない」ことを

課題と思っている教職員に対して

「生徒同士が切磋琢磨する機会が少ない」ことを

課題と思っている教職員に対して

「自分の新たな面を発見しにくい」ことを

課題として思っている教職員に対して
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② 新たな社会や集団へ適応する能力を育成す

るための交流活動

中学校卒業後の新たな社会や集団へ適応する能

力を育成するための交流活動の必要性について

は、「思う」が58％、「やや思う」が35％、「あま

り思わない」が７％であった。(図４)

図４ 交流活動の必要性についての割合

「思う」、「やや思う」と回答した教職員93％

は、すべての交流活動が必要と感じていることが

分かった。回答にはその他の交流活動の欄を設け

たが、回答を得ることができなかったことから、

下記に挙げるものが中学校で実施している交流活

動であると考えられる。(図５)

図５ 具体的な交流活動の必要性についての割合

実際にかかわり(交流)をもった、またはもつ予

定の活動については、異学年間、地域の人たちと

の交流は90％以上、幼稚園や保育園、小学校、高

齢者との交流は約80％、高等学校、他の中学校と

の交流は約40％、特別支援学校との交流について

は17％で、活動によって差があることが分かった。

(図６)

図６ 具体的な交流活動の実施についての割合
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図５、６から教職員は、すべての交流活動が必

要であると考えているが、実際には高等学校、他

の中学校、特別支援学校との交流学習を実施して

いないという実態が明らかとなった。

次に「新たな社会や集団に適応するための交流

活動の必要性」（図４）について、「思う」と回

答した集団58％〔以下、(ア)とする〕、「やや思

う」と回答した集団35％〔以下、(イ)とする〕、

「あまり思わない」と回答した集団７％〔以下、

(ウ)とする〕として、細かく分析を行った。

(ア)と(イ)の教職員の意識の違いを具体的な交

流活動の必要性（図５）と実施（図６）との関連

から分析を行った。

交流活動を実施している（図６）と回答した教

職員がその交流活動に必要性を感じている（図５）

と回答した割合については、すべての交流活動に

おいて、(ア)の教職員が(イ)の教職員よりも圧倒

的に多いことが分かった。このことから(ア)と

(イ)の教職員では、交流活動を実施して、その交

流活動が必要と感じているか否かには、大きな意

識の違いがあることが明らかとなった。(図７)

図７ (ア)と(イ)の交流活動を実施して必要と感じている割合

(ウ)の教職員の理由としては、「生徒の実態か

ら交流活動を行わなくても十分である」「中学校

卒業後に人間関係の広がりをもたせることで十分

に間に合う」などが多かった。その他にも「交流

する校種、施設との距離が遠い」という理由もあ

り、環境が課題の一つであることも分かった。
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また、(ウ)の教職員が「新たな社会に適応する

能力の育成」という視点を特に意識せずに、交流

活動を実施している（実施しようとしている）こ

とも分かった。

図８ (ウ)の具体的な交流活動の実施についての割合

③ 交流活動を通して、生徒に期待する変容の姿

様々な交流活動を通して、生徒にどのような資

質や能力の向上、若しくは変容が期待できるかに

ついては、様々な回答が得られた。その中で多か

った回答を示した。(表１)

表１ 様々なかかわり（交流）を通して生徒にどのような資質や能

力の向上、若しくは変容が期待できるかについての回答
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様々な交流活動を通して、生徒の資質や能力の

向上、若しくは変容が期待される中で「自己の振

り返り」「自己有用感」「多様な考え方・価値観」

「それぞれの校種への理解」「コミュニケーショ

ン能力」「思いやりの心」などは多くの交流活動

で共通した項目であった。(表２)

表２ 交流活動を通して、生徒に期待する変容の共通項目

２ 調査結果の考察

（1） 小規模校のよさと課題について

① 小規模校のよさ

小規模校では、「異学年間（他学年）との交流

活動がしやすい」「教職員間、保護者や地域社会

との連携を密に図りやすい」「施設や設備が利用

しやすい」などのよさがある。これらのよさを効

果的に活用することによって、多様な考え方に触

れたり、生徒同士が切磋琢磨したりする機会が少

ない場合でも、生徒に様々な学習場面や学習形態

を提供できると考える。

② 小規模校の課題

生徒数や学級数が少なく、集団活動に制約があ

るために、様々な人と触れ合う機会が限られてし

まうという課題がある。そのため新たな自分のよ

さを発見しづらく、さらにはクラス替えも困難な

ことから、学級内においては人間関係に深まりや

安定性が見られない生徒も出てくる。これらの課

題を解決するために、教職員は生徒の実態や発達

段階に応じた学習方法や学習形態を工夫して取り

組むことが大切であると考える。

（2） 交流活動について

① 小規模校の課題解決に向けての交流活動

小規模校にとっては、生徒数が少ないために、

人間関係が固定化されてしまう現状がある。そこ

から、「多様な考え方に触れる機会が少ない」「自

分の新たな面を発見しにくい」など、様々な課題

が生じてくる。そして教職員は、その課題を解決

するために、異学年間（他学年）との交流を重要

視している。しかし同じ学校内にいて、行事や部

活動などで顔見知りの異学年間（他学年）との交

流だけでは、課題を解決するには不十分である。

そこで学校外に視野を向け、人と人とが直接触れ

合うような体験である交流活動を行っていくこと

が必要となる。様々な交流活動は、生徒にとって

自信をもたせたり、自分は役に立っていると感じ

させたりする効果的な学習であると考える。

② 新たな社会や集団へ適応する能力を育成す

るための交流活動

新たな社会に適応する能力を育成するために

は、交流活動が必要であると感じている教職員は

多い。それは様々な校種の幼児児童生徒や施設の

人たちとの異世代交流学習を通して、生徒たちが

ふだんの学校生活では味わうことのできない体験

を行うことによって、自己有用感やコミュニケー

ション能力が高まったり、自己を振り返る力を培

ったりできると考えるからである。しかし、実際

には交流活動を実施することに対して、肯定的に

思っている教職員の中でも意識の大きな差があ

り、実施しているがその活動に大きな期待や必要

性を感じていない教職員もいる。そこで生徒の発

達段階に応じ、３年間の系統性をもたせた交流活

動の計画、さらに自己を振り返り、今後の生活に

生かすような当日の交流活動、事前・事後学習が

重要となると考える。

③ 交流活動を通して、生徒に期待する変容の姿

様々な交流活動を通して、教職員が生徒にどの

ような資質や能力の向上、若しくは変容を期待し

ているかについては、様々な回答を得ることがで

きた。これは地域や学校、生徒の実態が多様であ

り、その実態に即した活動が展開されているから

である。一方、生徒へ期待している項目の共通性

も見られる。これは交流活動を実施する時期や形

態は異なるが、生徒に交流活動を通して学んで欲

しいことの多くは共通しているからである。その

中でも「自分を振り返る、見つめ直す」という項

目が、すべての交流活動に挙げられていることは、

ふだんの学校生活だけでは自己を振り返る場面が

不足しており、交流活動を通して、新たな自分の

よさを発見して欲しいと願っているからである。

教職員が交流活動を通して、生徒の変容した姿を

把握することができれば、様々な生活場面で適切

な支援ができると考える。
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Ⅳ 調査結果を生かした教育実践

１ 実践の基本的な考え方

(1) 小規模校の実態に関する調査の考察

これまでの小規模校の実態に関する調査の分

析・考察から、課題を解決するため、新たな社会

に適応する能力を育成するためには、交流活動が

有効な学習であることが分かる。そこで交流活動

を実施する上で、次の３点が重要であると考える。

○生徒の発達段階に即し、その交流活動が次の

学習・交流活動に生かされるように系統性を

もたせた計画を作成すること。

○自己の振り返り、今後の生活に生かされるよ

うな事前学習、当日の交流活動、事後学習を

行うこと。

○教職員が生徒に対して、様々な生活場面で適

切な支援をするためには、交流活動を通して、

生徒の変容した姿を把握すること。

２ 調査結果の活用

調査結果を踏まえ、新しい人間関係を築く力を

育成するための「異世代交流学習プログラム」を

次のように提言する。

異世代交流学習プログラム

３年間の系統性をもった年間計画

事前→交流→事後の一連の流れを

重視した指導計画

交流学習を通して生徒が変容する

姿の見取り方

(1) ３年間の系統性をもった年間計画

事前学習では、交流する相手を理解し、交流当

日に充実感や満足感がもてるように計画を立てる

こと、事後学習では自分自身を振り返らせ、今後

の生活に生かせるような内容を取り入れることが

大切である。また交流学習後には、発表会を実施

して異学年交流を図ることも大切である。発表す

る生徒にとっては、個々に活躍する場面が増える

こと、発表を聴く生徒にとっては、今後自分たち

が実施する交流学習を把握することができる。ま

た生徒の実態に応じて系統的に交流学習を実施す

ることで、段階的に生徒が資質や能力の向上を図

ることができ、教師にとっては見通しとねらいを

もって取り組むことができる。（図９）

① １年生

上級生からの定期テストのアドバイスや交流学

習後の発表会での交流が、中学校生活を理解する

ことにつながる。その上級生との交流を生かして、

小学校６年生に中学校生活への不安の軽減を図る

ための新入生説明会を実施することで、中学校生

活では常に下級生の立場である１年生が、人の役

に立つ体験をすることにより、自己有用感を獲得

し、よき上級生になる自覚をもつことができる。

② ２年生

１年生に定期テストのアドバイス、職場体験学

習で地域交流を体験した後に幼稚園との交流学習

を実施する。職場体験学習での年上の人たちとの

交流では、自分の考えや思っていることをうまく

伝えられなかった生徒も、自分よりも年下である

幼稚園児との交流では、誰もが頼りにされるため

に積極的にかかわり合うことができる。

③ ３年生

２年間の交流学習を踏まえ高齢者との交流学習

を実施する。高齢者との交流では、互いの違いを

理解し、受け入れ、自ら積極的に働きかけなけれ

ばコミュニケーションは成立しない。これは中学

校卒業後の新たな社会や集団に適応するときにも

重要なことである。また異学年間の交流学習では、

常に下級生の見本となるとともに、役に立つこと

ができた、自分もやればできるという実感ももた

せることができる。

年間計画の中では位置付いていない交流につい

ても「高等学校との交流」は、中学３年生による

高校体験入学や高校説明会、「他の中学校との交

流」は、部活動でのかかわり、「地域の人との交

流」は、職場体験学習で地域の実態に即したかか

わりがもてると考える。また「特別支援学校との

交流」は、全校体制での交流学習指導計画を次頁

からの(２)事前→交流→事後の一連の流れを重視

した指導計画で示す。（図13）

図９ ３年間の系統性をもった年間計画
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(2) 事前→交流→事後の一連の流れを重視した

指導計画

① 高齢者との交流学習指導計画

事前学習では、社会福祉施設関係者からの話を

聞いたり、疑似体験を取り入れたりして、高齢者

への関心を深め、道徳の時間では思いやりの心に

ついて考えることを通して、思いやりの心や感謝

の気持ちをもって交流できるようにすることをね

らいとしている。また要望書や自己紹介カードを

利用することにより、どのような交流学習を実施

したいのかが明確になると考える。事後学習では、

異学年交流として発表会を実施することにより、

交流学習を自分自身で振り返ることができ、さら

には後輩のために役に立ったという実感をもたせ

ることができる。（図10）

図10 高齢者との交流学習指導計画及び要望書／自己紹介カード（例）

② 幼稚園との交流学習指導計画

事前学習では、家庭の授業の中で幼児への理解

を深めること、自分の成長を振り返らせることに

より、自分の成長や生活は家族や身近な人々に支

えられてきたという気持ちをもって交流させるこ

とをねらいとしている。事後学習では、高齢者と

の交流学習と同様に発表会に向けての時間を多く

設定した。上級生の発表会での様子を参考にして、

個々が活躍できる場面を多く設定することができ

る。（図11）

図11 幼稚園との交流学習指導計画及び学習シート
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③ 小学校との交流学習指導計画

１年生にとっては、異学年以外との交流学習は

最初となるために、事前学習の中の発表準備に多

く時間を配当した。発表に向けての取組はこれま

での上級生の発表会での様子を参考にすることが

できる。また事後学習では、小学生や教員の感想

やアンケートを基に振り返らせることを通して、

達成感や充実感をもたせることができる。(図12)

図12 小学生との交流学習指導計画及び学習シート

④ 特別支援学校との交流学習指導計画

特別支援学校との交流学習は、交流活動のため

の事前打合せの手順や方法が分からないことなど

から、実施してる割合が極めて低い。そこで３年

間の系統性をもった年間計画(図９)には位置付け

ていないが、全校での交流活動の指導計画例を作

成した。事前学習では特別支援学校と障がいにつ

いての理解を深め、交流では特別支援学校の学校

祭を通して、一緒に製作準備や当日の学校祭の活

動を行う計画を考えた。特別支援学校の生徒の実

態を踏まえるために、学校間の打合せを多く設定

したり、準備時間を十分に確保したりするなど、

長期的な計画が必要となるため、配当時間は省略

した。(図13)

図13 特別支援学校との交流学習指導計画及び学習指導案
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(3) 交流学習を通して生徒が変容する姿の見取

り方

異世代交流学習を通して、生徒の変容する姿を

「Ｃ＆Ｓ質問紙による実態の把握」から見取り、

さらにその結果を基にして、「個々の感想及び事

前・事後アンケートの結果」から詳細に見取ると

いう２段階での見取り方を考えた。このことによ

り学級及び生徒にとって、効果的な交流学習であ

ったか、今後の学習にどのように役立てていけば

よいかなどが明確になると考える。また今回の研

究では協力校での高齢者との交流学習を基に見取

り方を例示した。

① Ｃ＆Ｓ質問紙について

Ｃ＆Ｓ質問紙は本センターにおいて、平成19年

度に田所、村上長期研修員が「いじめや不登校を

予防する学級経営改善に関する研究」で開発した

質問紙である。この質問紙から自己肯定感と学級

の雰囲気の二つの観点から客観的・視覚的に実態

を把握し、質問紙の結果を散布図に表すことがで

きる。本研究では、学級及び個の実態を異世代交

流学習の事前と事後に質問紙を実施して、学級及

び個の自己肯定感の変容を見取ることにした。

② 自己肯定感の概念

本研究では、自己肯定感を自分自身に対する認

識として、自己の身体的な特徴や能力・性格など

について肯定的に考えたり、感じたりする感情と

する。自分を好きな子どもは、自分の能力や特性

を肯定的にとらえ、自分のもっている力を十分に

発揮できる傾向がある。さらに「自分にもできた」

「自分は必要とされている」といった体験を通し

て、生徒は自己肯定感を高めることができる。

以上のことから、交流学習を通して他者から受

け入れられたり、認められたりすることにより、

自己の存在感や効力感、有用感といった感覚が高

まる。自分のよさを知ったり、ありのままの自分

を受け入れたりしながら、自分のことが好きにな

り、生徒は自己肯定感が高まると考えた。（図14）

図14 交流学習によって自己肯定感が高まるプロセス

③ 交流学習前後の学級全体の変容

高齢者との交流を通して、生徒がどのように変

容したかを「Ｃ＆Ｓ質問紙」を利用してプロット

（点）で分布したものである。また、ここでは生

徒一人一人の変容を見取るのではなく、学級全体

の変容の見取りを表している。

交流学習前から自己肯定感が高かった生徒数名

の数値が低くなったが、交流学習前に自己肯定感

が低かった生徒のほとんどが高くなっている。具

体的には26人中18人の生徒が交流学習前よりも交

流学習後の方が自己肯定感が高まっている。この

ことから学級全体としては交流学習前よりも交流

学習後の方が多少ではあるが、自己肯定感は高ま

っていると考える。(図15)

図15 交流学習前後の学級全体の変容

Ｃ＆Ｓ質問紙での自己肯定感以外の変容の見取

り方として交流学習を終えてのアンケートを実施

した。このアンケートには、実施した調査で、交

流学習から生徒に学んで欲しいことやどのように

変容して欲しいのかという設問に対する回答とし

て得られた内容が項目の中に含まれている。この

ことからも、このアンケート結果によって、生徒

にとって交流学習がどのような学習であったかを

見取ることには有効である。(図16)

図16 交流学習を終えてのアンケート結果
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④ 交流学習を通しての個の変容

前頁の交流学習を通した学級全体の変容（図15）

の中から、交流学習前後で自己肯定感が高くなっ

た生徒と低くなった生徒をそれぞれ抽出したもの

である。ここで重要なことは、質問紙での変容結

果、事前・事後のアンケート結果や感想、さらに

は日常生活の観察を併せて分析することである。

(図17)

図17 交流学習を通しての個の変容

次に図17で抽出された生徒の個々の事前・事後

アンケート結果と感想を示した。ここでは特に自

己肯定感が低くなった生徒について、アンケート

結果及び感想などから分析・考察した。

○交流学習を通して自己肯定感が高まった生徒

○交流学習を通して自己肯定感が低くなった生徒

事前・事後のアンケート結果の中で、仲間と協

力して活動することを期待していたが、実際には

協力して活動することが全くできなかったことが

分かる。このことが自己肯定感を低くした大きな

要因であると考える。しかしその他のアンケート

結果や感想では、全体的には交流学習に対して肯

定的である。今後の学校生活や交流学習において、

意識的に仲間と協力する場面を設定し、協調性を

意識させる手だてを講じることが重要となる。

Ⅳ 調査研究のまとめ

１ 研究のまとめ

本研究は、すべての学校で実施している交流学

習についての研究であり、小規模校の生徒が異世

代交流学習を通して、新しい人間関係を築く力を

育成することを目的としたものである。調査結果

からも多くの学校で、多くの教職員が小規模校の

よさを生かしながら、課題を解決するために様々

な工夫を凝らして交流学習を実施していることが

明らかとなった。このことは、交流学習には生徒

同士や家族とのかかわり合いの中では経験するこ

との少ない「頼りにされる」「役に立つ」機会が

豊富にあるからである。また交流学習を実施した

ものの、その必要性が感じられない教職員もいる

など、交流学習の教職員の充実感には差があるこ

とも分かった。しかし小規模校で抱えている課題

を解決するためには、交流学習は必要不可欠な学

習である。そこで異世代交流学習の充実を図るた

めのプログラムを作成し提示した。このプログラ

ムを参考にし、今までの交流学習を見直して実践

すれば、生徒にとって、新しい人間関係を築く力

が育成されるものと考える。

２ 今後の課題

今後の課題としては、今回の研究で提示するこ

とができなかった交流（他の中学校・高等学校・

地域の人たち）についての学習プログラムを作成

し、提案をしていきたいと考える。そして改良さ

れた学習プログラムを基にして実践を行い、さら

に充実した異世代交流学習が展開できるように努

めていきたいと考える。
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